
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～「月根尾」とは、学校のある地域の古名「突根尾原」に由来する地名です～ 

 

 第５８期卒業生、５１名の卒業証書授与式を行いました。今年度も、新型

コロナウイルス感染症拡大防止対策として、卒業生、保護者、教職員のみで

執り行いました。 

各クラスの代表生徒が卒業証書を受け取った後、校長式辞では、「夢や理

想を持ち、一生懸命自分らしく生きてほしい」こと、「故郷を想う気持ちを

大切にしてほしい」ことの２つをはなむけの言葉として贈られました。 

 在校生代表送辞では、生徒会長の藤原寿人さんが、部活動や鵬雲祭での３

年生の姿を振り返り、絆の強さや切磋琢磨する姿にとても刺激を受け、そん

な姿を必死に追いかけてきたことを振り返りました。そして最後は「そんな

先輩たちの姿を胸に、次は自分達が最高学年としての役割を果たしていきま

す」と力強く語ってくれました。 

 卒業生代表答辞では、前生徒会長の岡夢乃さんが、部活動で思うように活

動できず悔しかったこと等を乗り越えて、学んだことや培ってきたことを、

涙ぐみながら話してくれました。３年間を振り返り、「このメンバーで過ご

すことができて本当によかった。みんながいてくれたから頑張れた。何気な

い出来事が宝物だった」と話していました。また、随所でこれまでお世話に

なった方々への感謝の気持ちが込められており、たくさんの人に支えられ充

実した高校生活だったことが分かり、とても心温まる答辞でした。 

 式後のホームルームでは、卒業生一人一人に担任から卒業証書が手渡され

ました。生徒の手作りの動画が流されたり、一人一言ずつ今の思いを伝えた

りし、最後のホームルームは和やかな雰囲気で終わりました。 

卒業生が、今後新しい世界で活躍してくれることを願っています。 

令和二年度 卒業証書授与式 

卒業おめでとうございます！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業式の前日、生徒会執行部を中心に「３年生を

送る会」を行いました。３年生に向けてクラスごと

にパフォーマンスをしたり、写真で３年間を振り返

ったりしました。また、卒業生が夢や抱負と共に一

人ずつ写真で映し出されました。例年より縮小した

内容でしたが、在校生からの、３年生に楽しんでも

らいたいという思いや、これまでの感謝の気持ちが

伝わる会となりました。また、転任された先生方か

らも、温かいメッセージをいただき、ありがとうご

ざいました。 

中高一貫教育の一環として、赤来中学校・頓原中

学校に飯南高校の教員が出かけたり、両中学校から

高校に出向いてもらったりして、ＴＴ（チームティ

ーチング）授業を行っています。今年度は、新型コ

ロナウイルス感染症拡大の影響で、年度当初はＴＴ

授業を行うことができませんでしたが、７月から再

開し、中学校と高校の教員が連携・協力して授業を

展開し、一貫した学習指導や生徒理解に繋げてきま

した。 

３年生代表挨拶では、那須泉希さんから飯南高校

での３年間を通して感じたことを在校生に向けて

伝えてくれました。 

一つ目は、挨拶について。「飯南高校の伝統の一

つである挨拶の良さを、在校生にも大切にしていっ

てほしい」と話していました。今後進む、新しい社

会でも大切になる挨拶を、この３年間大事にしてき

たからこその言葉でした。二つ目は、３年生を終え

る今だから分かったこと。「どれだけ努力しても報

われない時がある。その時間は苦しいかもしれない

が、そこを乗り越えると、必ず報われる時が来る。

頑張ってほしい」というメッセージは、受験を乗り

越えて感じたものでした。 

卒業後、それぞれ歩む道は違いますが、ここ飯南

の地で培ったことや仲間がいることを忘れず、自分

らしく活躍してくれることを期待しています。 

この時期の地域の自然を活かした特色ある学校

活動の一つとして、２月２日に２年生がスキー研修

を行いました。２月１７日、１８日には再び寒波が

訪れ、飯南町は辺り一面が真っ白な世界になりまし

た。昨年度、一昨年度は積雪量が少なく、「歩くスキ

ー」を体験することができませんでしたが、この日

は、１年生が校庭や学校周りの道を利用して行うこ

とができました。 

「歩くスキー」では、スキーの板幅が狭く、歩き

やすいようにかかと部分が固定されていない、クロ

スカントリー用の板や靴を使用します。初めて体験

するという生徒がほとんどで、バランスを取るのが

難しく、転んでしまう姿も見られましたが、慣れて

くると校舎周りの道を歩いたり、斜面に挑戦したり

する生徒もいました。雪が降る中でしたが、体が温

かくなるほど楽しんでいた生徒たちでした。 

飯南町の自然を満喫し、地域の特色でもある“雪”

に親しみながら体力づくりを行うことができまし

た。 

３年生は家庭学習期間に入っていますが、出校日

を活用して、進学・就職後に役立つ様々なセミナー

を行っています。 

最後のセミナーは、人権教育講演会でした。その

中で、毎年お越しいただいている三浦成人さんが、

自身の被差別部落体験をありのままに語ってくだ

さいました。その中で、「自分だったらどうする？」

と何度も問いかけられました。「自分がその立場、

状況だったら、どう行動するだろう」と、差別につ

いて、他人事ではなく、自分事として深く考えさせ

られる講演会でした。三浦さんの「差別しない人と

の出会い」が語られた時、「間違っていることを間

違っていると言えるその方のように、強く生きられ

るだろうか…」と誰もが考えながら話を聞いていた

のではないでしょうか。 

三浦さんは、「“生きる”ということはかけがえが

なく、誰にも平等。生きるという重さは皆同じ」「差

別があるんじゃない。差別する人がいるんだ」「正

しいことが分かっていても、そうではないことをし

てしまうことがある。自分がどう生きていきたいの

か考えてほしい」「どんなことがあっても自分らし

く生きてほしい。それがどれほど難しいことかよく

分かっている」と、自身の体験から感じるありのま

まの気持ちを、生徒に伝えてくださいました。 

生徒からは、「今までの人権教育は、どこか他人

事のように考えていたところがあって、“差別はい

けない”とだけ言っていた自分が恥ずかしくなっ

た。今回の話を聞いて、差別をなくすのではなく、

差別をする人をなくそうと決めた」「自分らしく生

きるということがどれだけ大変なことか分かった。

もう一度自分を見つめ直していこうというきっか

けとなった」「このような体験を話してくださるこ

とは、決して簡単なことではないと思った。だが、

自分達のために話をしていただいたことに感謝し

たい」などの感想が聞かれました。 

 今後、新しい社会に出ていく３年生にとって、今

後の生き方を問われた講演会でした。これまでの人

権教育の積み重ねを大切にして、これから出会う大

切な人のために行動に移せる強さを培っていって

ほしいと思います。 

本校１年生を対象とした中高一貫教育について

のアンケート結果では、ほとんどの生徒がＴＴ授業

について、「わからないことを聞きやすい」など、肯

定的に受け止めていることが分かりました。連携中

学校出身の生徒もそうでない生徒も、中高一貫教育

の良さを感じているようです。 

２月には、赤来中学校・頓原中学校の３年生を対

象に、地歴公民、国語の出前授業を行いました。 

地歴分野では「お金で見る日本の歴史」、公民分野

では「国際貿易からグローバル化を考える」、国語で

は「現代語と古語の“敬語”について学ぼう」をテ

ーマに、授業を展開しました。 

 
 

 

 

 

 

地歴公民では、クラスで考えを出し合いながら、

社会の仕組み等を考えていきました。高校では中学

校の社会が「世界史」「日本史」「現代社会」などの

授業に分かれます。歴史の流れや社会背景を考察し、

中学校で学んだ内容を更に掘り下げていきます。 

国語では、社会で人と関わる時に必要となってく

る敬語の種類を学び、間違えやすい敬語を押さえま

した。高校で始まる「古典」の授業で出てくる古語

にも繋がっていくことを感じてもらいました。 

出前授業では、ＴＴ授業とはまた違った形で、高

校の授業の一片を体感してもらえたのではないでし

ょうか。 

●英語・数学・国語の３教科で毎週

ＴＴ授業を実施しています。 

●英語、数学の２教科で毎週ＴＴ授

業を実施しています。 

●地歴公民や理科、国語では年に数

回出前授業を実施しています。 

 

 



 

 ２月下旬、学校関係者評価委員会を開催

し、今年度の学校評価を終えました。 

今後本校ホームページに結果を掲載し

ますので、ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 学校だより月根尾３月号 令和３年３月１８日発行   島根県立飯南高校 h t t p ｓ : / / i i n a n . e d . j p 

３月２８日（日）閉寮（正午～４／４正午） 

４月 ８日（木）始業式 新任式 

   ９日（金）入学式 入寮式 

  １２日（月）新入生オリエンテーション 

  １３日（火）学習方法ガイダンス（１年生） 
 

※令和３年度の年間行事予定表は、４月８日の 

始業式の日に配布します。年間行事予定は、 

今後変更になる可能性があります。 

第７０回全国高等学校スキー大会 

開場：長野県長峰スポーツ公園長峰 

＜クロスカントリー＞  

【男子フリー】森口 慎太 １４７位 

【女子フリー】福間 青空  ７２位 

【女子クラシカル】福間 青空  ８０位 

第３３回全国高等学校選抜スキー大会 

 会場：長野県下高井郡野沢温泉村 

南原クロスカントリーコース 

＜クロスカントリー＞ 

【女子５㎞フリー】福間 青空 ８５位 

【女子１０㎞クラシカル】福間 青空 ５４位 

この短歌集には、毎年、小中

高生の最高学年の考えた短歌

を載せていただいています。 

今年も３年生の考えた日常

ち 生活から感じている今の気持ちや、卒業して新生

活を迎える新たな決意等を短い言葉の中に込めて

います。 

令和２年度鵬雲会（卒業生会）入会式を行いました。

第５８期生として、新たに５１名が鵬雲会会員として

入会しました。 

始めに、鵬雲会の小野覺会長から、新入会員に向け

て歓迎の言葉をいただき、卒業記念品が贈呈されまし

た。 

その後、新入会員代表として、木村尚弥さんが「こ

れから先、この学校で学び、経験してきたことを生か

して、先輩方が築き上げてこられた飯南高校の名に恥

じぬように卒業生として社会に貢献していきます」と

力強く決意を述べてくれました。 


